
 

地域活動団体紹介 

 

当会は、『森の楽器』に魅せられた仲間たちによって平成 27年度に結成されました。

森の楽器は、最上町の間伐材を活用して製作された創作弦楽器のことです。毎年高知

県から泉谷貴彦氏（木と音の会 代表）を招き、平日放課後に小学生等を対象とした

楽器製作や演奏ワークショップを開催しており、オファーがあれば各イベントでも演

奏を披露させていただいています。昨年度に伐採された日本一の大アカマツが楽器と

して生まれ変わる過程を共に体感し、地域の森林資源に思いやりと愛着を持てる子ど

もが育成されることを願い、今後も様々な形でこの魅力を伝えていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公募で参加希望のあった小学生や大人を対象に楽器製作・演

奏ワークショップを開催しました。昨年枯死したアカマツ材

に含まれた脂や香りからは今もその生命力が感じられます。

直に触りながら、音を発する要となる表板へ皆で協力しなが

ら丁寧にパーツを接着していきました。仕上がった楽器で実

際に演奏を学び、その響きを楽しみつつ３月 26日の音楽会へ

と向かいました。ただ演奏するだけでなく素材の背景や過程

を知ることでより木材に親しめる活動にできたと思います。 

 

皆で作って 


